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１．概要

ＬＸ２８５は、２ポート、ハイブリットＩＣタイプのアイソレーションアンプです。

入力段には、バイポーラタイプのオペアンプを、バッファーとして使用しています。

入出力間の絶縁耐圧は、連続で２０００Ｖｐｋ ＭＩＮです。非直線性は、フルスケールで

０．０５％ＭＡＸです。利得は、１Ｖ／Ｖの固定です。

外形は、１０×５０×２０ｍｍの エポキシモールドタイプです。

２．特長

・ ハイブリットＩＣタイプ

・ 利得固定 １Ｖ／Ｖ

・ ２ポートタイプ

・ 絶縁耐圧 ２０００Ｖｐｋ ＭＩＮ

・ 非直線性 ０．０５％ ＭＡＸ ＴＹＰ

・ 外形 １０×５０×２０ｍｍ エポキシモールドタイプ

３．本仕様書の内容

４．絶対最大定格－－－－－－－２ページ

５．電気的特性 －－－－－－－２ページ

６．ブロック図 －－－－－－－３ページ

７．端子接続図 －－－－－－－４ページ

８．外形寸法図 －－－－－－－５ページ

９．取扱説明書 －－－－－－－６～８ページ
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４．絶対最大定格

電源電圧 １６．５Ｖ 動作温度範囲 ０℃～７０℃

差動入力電圧 ３０Ｖ 保存温度範囲 －２５℃～８５℃

同相入力電圧 ２０００Ｖ ｐｋ ＭＩＮ 端子温度範囲 ２６０℃（１０秒）

５．電気的特性（Ｔａ＝２５℃、Ｖ＋＝１５Ｖ ）

項 目 記号 条 件 ＭＩＮ ＴＹＰ ＭＡＸ 単位

入力オフセット電圧 ＶISO 初期値 ±１２ ±２５ ｍＶ

電源電圧変動 △Ｖiso/△V＋ ±０．５ ±１ ｍＶ／％

温度ドリフト △Ｖiso/△Ｔ Ta=0℃～70℃ ２００ ３５０ μＶ／℃

入力バイアス電流 ＩB 初期値 ８０ ５００ ｎＡ

温度ドリフト △ＩB/△Ｔ Ta=0℃～70℃ ±１ ｎＡ／℃

入力インピーダンス ＺIN ３X１０５ １０６ Ω

リニア差動入力電圧 ＶIDF ±５ Ｖ

最大差動入力電圧 ＶDF 連 続 ３０ Ｖrms

AC50Hz,60Hz,lmin ２０００ Ｖrms

最大同相入力電圧 ＶCM AC50Hz,60Hz,連続 ２０００ Ｖpk

ＤＣ，連続 ２０００ Ｖ

同相信号除去比 ＣＭＲＲ 110V,AC50Hz,60Hz １００ ｄＢ

非 直 線 性 ＮＬ フルスケール ±０．２ ％

利 得 Ｇ １ Ｖ／Ｖ

利 得 精 度 ＧE ±３ ％

利得、温度ドリフト △Ｇ/△Ｔ Ta=０℃～７０℃ ±0.03 ％／℃

最大出力電圧 Ｖ0 ±５ Ｖ

出力インピーダンス Ｚ0 １ ＫΩ

出力リップル電圧 ＶRI 20MHz 帯域幅 １０ １５ ｍＶｐｐ

最大負荷抵抗 ＲL ５０ ＫΩ

小信号周波数応答 ｆｓ －３ｄＢ点(注1) ２ ３ ＫＨｚ

最大周波数応答 ｆｃ (注2) ２ ３ ＫＨｚ

ｆ=0.05Hz～100Hz ４０ μＶｐｐ
入力雑音電圧 ＶN

ｆ= 10Hz～1kHz ２０ μＶrms

電源電圧範囲 Ｖ＋ １３．５ １５ １６．５ Ｖ

無負荷消費電流 ＩQ ２５ ３０ ｍＡ

注１）入力信号振幅５０ｍＶｐｐ ｓｉｎ波

注２）入力信号振幅±５Ｖ
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６．ブロック図
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７．端子接続図
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８．外形図
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９．取扱説明書

■ 動作原理

ＬＸ２８５の回路構成を図－１に示します。

入力部は、オペアンプと整流回路及び変調器から構成されており、オペアンプは

バッフアーとして使用しています。出力部は復調器とフィルターから、電源部は

発振器で構成されています。

７番と８番端子に電源を投入すると発振器が動作し、復調用の信号として使用さ

れます。そしてこの信号は電源トランスＴ２を介して入力部に転送され、変調用の

信号として使用されると共に、整流回路で整流されオペアンプの電源として供給さ

れます。

入力信号は、バッフアーを経て変調器に入り振幅変調されます。変調された信号

は信号トランスＴ１を介して出力部に転送され、復調器によってもとの信号に復調

された後、フィルターを経て出力されます。

図－１
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■ 端子間耐圧

同相入力電圧（Ｖｃｍ）の定格に関してはパルスのピーク値および連続のＡＣ

または、ＤＣピークの両方について規定しています。連続ピーク定格はＤＣから

正常な最大出力が得られる周波数まで適用されます。

図－２は各々の端子間の同相入力電圧（Ｖｃｍ）の規定値を示します。

いずれも連続印加時の値です。

図－２
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■ オフセット調整

ＬＸ２８５のオフセット電圧の調整は、図－３に示す接続を行って調整できます。

尚、この場合は電圧変動の少ない±１５Ｖの電源が必要になります。電源電圧が変動

すると、オフセット電圧に影響がでます。

オフセット電圧の調整が必要ない時には、図－４の様に５番端子と８番端子を接続

して下さい。


